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地域コミュニティの評価基準 
－埼玉県霞ヶ関北自治会の取り組みをもとに－ 
武　市　三　智　子
　埼玉県霞ヶ関北地区では、人口の減少、高齢化、商店街の空洞化が進んでいる。しかし、霞ヶ関
北自治会の活動は活発であり、地域住民の結びつきも強い。
　地域の評価は様々な方向から行うべきであるとの考えから、本論文では、ソーシャル・キャピタ
ルやフードデザートといった視点を用いて、霞ヶ関北地区における地域コミュニティの評価を試み
る。ソーシャル・キャピタルとは、家族や近隣住民との社会的なネットワークや信頼関係、規範で
あり、それらが構築されている地域ではフードデザート問題は起こりにくい。フードデザート問題
とは、たとえば空間的に食料品店に恵まれた地区であっても、地域コミュニティが希薄であれば、
栄養摂取状況の悪い高齢者が多く存在してしまうといった、社会的排除の問題である。
　本論文では、霞ヶ関北地区でおこなったアンケート調査をもとに、住民のつながりの強さ、自治
会活動の多様さ、栄養摂取状況の良好さ、ICT 利用度の高さなどを地域コミュニティの評価基準
として提案することを目的としている。
keywords：ソーシャル・キャピタル、フードデザート、高齢化社会、自治会、情報化
も群を抜いて高齢化の進んだ地区であることがわ
かる。
　東洋大学総合情報学部の地域プロジェクト演習
（前プラクティスⅤ、Ⅵ）では、2012年度から学
生が霞ヶ関北地区の地域活性化に取り組んでき
た。2012年当初は、霞ヶ関北地区の中央に位置す
る角栄商店街の活性化を目指していた。どこの地
方都市でもみられるシャッターの閉まった店舗の
多さが問題になっていたからである。 
　しかし、学生たちは次第に霞ヶ関北自治会との
連携に重きを置くようになっていった。 
　その理由の一つは、霞ヶ関北自治会がとても活
発に活動をしており、その活動内容も多岐にわた
るため、学生の興味を引きやすく、取り組みやす
いことにあった。
　地域のコミュニティ維持に一定の役割を果たし
ていた町内会、自治会は、少子高齢化の進行によっ
て、全国的に衰退しつつある。しかし、 2015 年 
11 月で結成 50 周年を迎える霞ヶ関北自治会は、
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1  は じ め に 
　東洋大学川越キャンパスに近い、霞ヶ関北 1～
6 丁目からなる霞ヶ関北地区は、1960 年代に開
発された地区である。開発当初は人口 7,000人を
超えていたこの地区も、2015 年 1 月現在では人
口4,734 人、高齢化率（65 歳以上の高齢者が総人
口に占める割合）46.0％である。さらに、80 歳以
上の総人口に占める割合は 12.8％に上るi。総務
省統計局によれば、2015 年 9 月15 日現在、日本
の高齢化率は26.7％、80 歳以上の割合は7.9％iiと
のことであるから、霞ヶ関北地区が全国的にみて
 i   川越市の統計データ「平成27 年1 月1 日現在川越市町字別・年齢別人口」、http://www.city.kawagoe.saitama.jp/shisei/
to ukeidata/jinkotokei/nenreibetsu.html 、最終アクセス日9 月28 日。
 ii  総務省統計局「統計トピックスNo.90 統計からみた我が国の高齢者（65 歳以上）－「敬老の日」にちなんで－」http://
www.stat.go.jp/data/topics/topi901.htm 、最終アクセス日2015 年9 月28 日。
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の信頼、近所の人々への信頼度、友人・知人への
信頼度、親戚への信頼度）、「社会参加」（地縁的
な活動への参加状況、ボランテ ィア活動行動者
率、人口一人あたり共同募金額）としている。そ
して、ここで求められたソーシ ャル・キャピタ
ル指数が高い地域ほど、犯罪率が低下し、出生率
が上昇すること明らかにしている。つまり、ソー
シャル・キャピタルを整えることは、社会全体の
利益に貢献し得る可能性があるということである
v。
2-2 フードデザート問題 
　買物弱者という言葉は、流通論のなかでよく使
われる。これは、高齢や健康状態、店舗までの距
離の問題などにより、日常の買い物に支障をきた
す人々を指す。そして、これまでの買い物弱者対
策として通販を利用することや移動販売を実施す
ることなどが考えられてきた。
　これに対し、岩間信之は、フードデザート問題
の本質を「社会的排除問題」にあるとし、「1） 社
会・経済環境の急速な変化の中で生じた「生鮮食
料品供給体制の崩壊」と、2）「社会的弱者の集住」
という二つの要素が重なったときに発生する社会
的弱者世帯の健康悪化問題」と整理している。こ
の「生鮮食料品供給体制の崩壊」とは、商店街の
空洞化などによる店舗までの距離の拡大という空
間的要因のみを指すのではなく、貧困や社会から
の孤立などによる経済的・心理的距離の拡大と
いった社会的要因も含まれるvi。
　岩間の調査の中で、地方都市A 市の駅前地区a 
地区と、駅から若干離れた住宅地区b 地区を比較
したものがあるvii。a 地区は駅前なので食料品店
は多く、b 地区は食料品店が少ない。しかし、周
囲に食料品店がないb 地区よりも、比較的食料品
埼玉県や川越市の補助を得て「かほくお手伝い
サービス」や「かっぱカフェ」、「日替わりコック
さんの店」といったユニークな事業を行い、地域
の新たなコミュニティ形成に大きく貢献している。
　人口減少や高齢化の進行、商店街の空き店舗数
の増加といったデータからみる霞ヶ関北地区は確
かに衰退の一途をたどっている。しかし霞 ヶ関
北自治会の活動をみると、とても衰退しているよ
うには思えない。むしろここ数年は、コミュニティ
活動が活発化しているようにみえる。 
　地域の評価は人口統計的なものさしだけででき
るものではなく、様々な方向から行うべきである。
本論文では、ソーシャル・キャピタルやフードデ
ザートといった視点から霞ヶ関北地区の評価を試
みる。
2.ソーシャル・キャピタルの重要性と
　　　　　フードデザート問題
2-1 ソーシャル・キャピタルとは 
　社会資本とは、自然環境と道路や港湾、電気や
ガ ス な ど と い っ た 社 会 的 イ ン フ ラ ス ト ラ ク
チャー、教育や医療、金融システムといった制度
資本の3 つのうち、特に社会的インフラを指すこ
とが多いiii。しかし近年では、家族や近隣住民と
の社会的なネットワークや信頼関係、規範などを
公共財として捉えるようになってきた。
　内閣府「平成 14 年度ソーシャル・キャピタル：
豊かな人間関係と市民活動の好循環を求めてiv」
では、ソーシャル・キャピタル指数を、「つきあい・
交流」（隣近所とのつきあいの程度、隣近所とつ
きあっている人の数、友人・知人とのつきあいの
頻度、親戚とのつきあいの頻度、スポーツ・趣味・
娯楽活動への参加状況）、「信頼」（一般的な人へ
 iii   宇沢弘文「社会的共通資本の概念」宇沢弘文・茂木愛一郎編『社会的共通資本・コモンズと都市』（日本開発銀行設備
投資研究所 Economic Affairs 4）、東京大学出版会、pp15-45。
 iv  内閣府『平成14 年度ソーシャル・キャピタル：豊かな人間関係と市民活動の好循環を求めて』（2003 年）https://
www.npo-homepage.go.jp/toukei/2009i zen-chousa/2009izen-sonota/2002social-capit al 、最終アクセス日2015 年9 月
28 日。
 v  ソーシャル・キャピタルについてのこれまでの研究は、以下に詳しい。川島浩誉、川島啓「ソ ーシャル・キャピタル
と地域科学技術イノベーション－「信頼」から見る地域クラスター政策－」内閣府経済社会総合研究所、2011 年。 
 vi  岩間信之編著『『改訂新版 フードデザート問題 無縁社会が生む「食の砂漠」』農林統計協会、2013 年、pp1-2。
vii  岩間、同上書、pp71-87。
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店に恵まれたa 地区の方が高齢者の買い物頻度や
多様性得点が低いというのである。多様性得点と
は、高齢者の栄養状態を、食品摂取の多様性で表
したものであり、具体的には「肉、魚、卵、牛乳、
大豆、緑黄色野菜、海藻類、いも類、果物、油脂
の10 の食品群のうち、4 品目以上の栄養素をき
ちんと摂っているかどうか、ということである。
　この結果は、空間的に食料品店に恵まれた地区
であっても、フードデザート問題が発生すること
を明らかにしている。つまり、自宅から500m 以
内に生鮮食料品店が存在し、その気になれば買い
物ができる状況にあった場合、「買物弱者」とは
認定されないが、貧困や社会からの孤立により、
十分に買い物ができなかったり、食自体への興味
を失ったり、周囲からの援助を受けられなかった
りする高齢者が増加しており、それこそが深刻な
社会問題であると指摘しているのである。
　また、岩間の大都市圏のベッドタウンでの調査
によれば、買い物環境は良好であるC 団地におい
て住民の栄養状態が相対的に悪く、その原因の1 
つは地域コミュニティ活動の希薄さだという。社
会からの孤立は知的能動性や社会的役割の低下を
早め、それにより買い物や調理が困難になり低栄
養が生じる。そしてその低栄養ゆえにさらなる活
動能力の低下が起こるという負のスパイラルが形
成されるのである。この負のスパイラルからの脱
却には、地域コミュニティに代表される地縁が欠
かせないというviii。 
　霞ヶ関北地区には、その中心にスーパーマー
ケットがあり、ほとんどの住民がそのスーパー
マーケットから500m 圏内に居住しているため、
買物弱者はいない。しかし、フードデザートの問
題がないかというと、それは空間的要因からだけ
ではわからない。
　したがって、霞ヶ関北地区においてフ ードデ
ザート問題が存在するかどうか確かめるために、
アンケート調査を行った。
3. 霞ヶ関北地区におけるアンケート調査結果
3-1 霞ヶ関北地区の現状 
① 高齢化率と経済状況
　埼玉県南西部に位置する川越市にある霞ヶ関北
地区は、1960 年代に開発された地区である。開
発当初は人口7,000 人を超えていたこの地区も、
2015 年 1 月現在では人口 4,734 人、高齢化率
46.0％と、人口減少と高齢化が進んでいる。 
　内閣府発行の『平成 27 年版高齢社会白書ix』
によれば、日本の総人口は2014 年10 月1 日現在、
1 億2,708 万人であり、65 歳以上の高齢者人口は
過去最高の 3,300 万人、高齢化率は26.0％である。
このことからも、霞ヶ関北地区の高齢化率 46.0％
は突出して高い数値であることがわかる。
　また、厚生労働省の『国民生活基礎調査x』に
よれば、2014 年6 月現在、65 歳以上の高齢者の
いる世帯は2,357 万世帯と全世帯の46.7％を占め
ており、その中の595 万9 千世帯が一人暮らし（全
世帯の11.8％）である。霞ヶ関北地区の一人暮ら
しの高齢者は 300 人で地区世帯の13.9％であり、
このことからも、霞ヶ関北地区における高齢者の
一人暮らしの割合は、全国平均に比べて高いこと
がわかる。
　内閣府『平成27 年版高齢社会白書 xi』によれば、
60 歳以上の高齢者の経済的な暮らし向きについ
て「家計にゆとりがあり、まったく心配なく暮ら
している」と「家計にゆとりはないが、それほど
心配なく暮らしている」を合わせた『心配ない』
と感じている人の割合は全体で71.0％となってい
る。
　しかし、厚生労働省の『平成 26 年国民生活基
礎調査xii』では、高齢者世帯の 29.7％が生活を「大
変苦しい」と回答しており、「やや苦しい」の
viii   岩間、同上書、pp109-133。
 ix  内閣府『平成27 年版高齢化社会白書（全体版）』http://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-2 015/html/zenbun/
index.html 、最終アクセス日2015 年9 月28 日。 
 x  厚生労働省『平成26 年国民生活基礎調査の概況』http://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/k-tyo sa/k-tyosa14/dl/02.
pdf 、最終アクセス日2015年9 月28 日。  
 xi  内閣府『平成27 年版高齢化社会白書（全体版）』
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32.7％と併せて62.4％の世帯が、生活が苦しいと
回答しており、高齢者の平均的な経済状況の判断
は難しい。
　今回のアンケートは、霞ヶ関北地区の高齢者の
経済状況を直接調査したものはないが、霞ヶ関北
地区の一戸建て所有率などからみても、この地区
の高齢者の経済状況は悪くないと断じて良いであ
ろう。
② 町内会・自治会
　2015 年 11 月で結成 50 周年を迎える霞ヶ関北
自治会は、1965 年10 月に角栄団地自治会として
発足、その後、1971 年に霞ヶ関北自治会に名称
変更した。自治会員世帯は1,800 世帯を超え、自
治会加入率は80％を超える。全国の自治会の平均
世帯数が約600 世帯xiiiということから、霞ヶ関北
自治会は全国的にみてかなり大規模なものだと言
える。
　地区の中心にある角栄商店街は地方都市特有の
大型店の郊外立地や後継者不足等の問題もあり、
空き店舗の増加に歯止めがかからない状態である。
　しかし、霞ヶ関北自治会の活動は活発で、元気
な高齢者が地域住民の日常生活を助ける「かほく
お手伝いサービス」事業や、空き店舗を利用した
コミュニティスペース「小畔のかっぱカフェ」、「日
替わりコックさんの店 にこにこ食堂」の運営を
行っている。
たく心配なく暮らしている」と「家計にゆとり
はないが、それほど心配なく暮らしている」を
合わせた『心配ない』と感じている人の割合は
全体で 71.0％となっており、高齢者の経済状況
はさほど悪くないと思われる。 
もっとも、厚生労働省の『平成 26 年国民生
活基礎調査xii』では、高齢者世帯の 29.7％が生
活を「大変苦しい」と回答しており、「やや苦し
い」の 32.7％と併せて 62.4％の世帯が、生活が
苦しいと回答している。 
今回のアンケートは、霞ヶ関北地区の高齢者
の経済状況を直接調査したものはないため、全
国平均と比較することはできないが、霞ヶ関北
地区の一戸建て所有率などからみても、この地
区の高齢者の経済状況は悪くないと判断して良
いであろう。 
 
② 町内会・自治会
2015 年 11 月で結成 50 周年を迎える霞ヶ関
北自治会は、1965 年 10 月に角栄団地自治会と
して発足、その後、1971 年に霞ヶ関北自治会に
名称変更した。自治会員世帯は 1,800 世帯を超
え、自治会加入率は 80％を超える。全国の自治
会の平均世帯数が約600世帯xiiiということから、
霞ヶ関北自治会は全国的にみてかなり大規模な
ものだと言える。 
地区の中心にある角栄商店街は地方都市特有
の大型店の郊外立地や後継者不足等の問題もあ
り、空き店舗の増加に歯止めがかからない状態
である。 
しかし、霞ヶ関北自治会の活動は活発で、元
気な高齢者が地域住民の日常生活を助ける「か
ほくお手伝いサービス」事業や、空き店舗を利
用したコミュニティスペース「小畔のかっぱカ
フェ」、「日替わりコックさんの店 にこにこ食
堂」の運営を行っている。 
内閣府の「高齢者の地域社会への参加に関す
る意識調査xiv」によれば、高齢者が「現在参加
している団体や組織としてあげているもののう
ち最も多かった答えは、「町内会・自治会」の
26.7％であり、町内会や自治会の重要性が高い
ことがわかる。また、住まいの地域に町内会・
自治会があると回答した人の、町内会・自治会
が担っている役割のイメージは、「行事案内、会
報配布等の住民相互の連絡」（90.6％）、「市区町
村からの情報の連絡」（73.5％）、「盆踊り、お祭
り」（71.2％）が上位３つとなっており、町内会、
自治会がコミュニティに影響を与えているとい
う認識が高いことがわかる。 
 
③ フードデザートマップ
農林水産政策研究所が、独自に研究したフー
ドデザートマップをウェブサイト上に発表して
いるxv。埼玉県の「生鮮品販売店舗までの距離
が 500m 以上の人口割合」は図 1 の通りであり、
霞ヶ関北地区は 20％以下となっている。つまり、
霞ヶ関北地区の住民の 80％以上が、近くに生鮮
品販売店舗のある至便な地域に住んでいるとい
える。 
 
図 1 生鮮品販売店舗までの距離が500m以上
の人口割合（埼玉県） 
 
3-2 調査概要（調査目的、内容、日程）
調査目的は霞ヶ関北地区のコミュニティが十
分に機能していることを明らかにするために高
齢者の実態を把握し、特にフードデザート問題
に関し、高齢者の日常の食生活について尋ねる
ことであった。 
調査対象は、本来全住民とするべきところで
あるが、今回は霞ヶ関北自治会や川越市霞ヶ関
北社会福祉協議会主催のイベント参加者とした。
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参加している人が対象となってしまい、日頃イ
ベントに参加しない住民との比較はできない。
しかし、地域イベントに参加する意欲のある高
齢者の特徴は明らかにできると考えた。 
また、もう一つの目的は、霞ヶ関北地区の高
齢者が、インターネットや携帯電話、スマート
フォンをどのくらい活用しているかであった。
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外出をいとわない元気な高齢者が対象となるた
め、今回は、イベントに参加する意欲のある高
齢者の特徴を分析することにとどまる。 
調査日程と場所は、2015 年 9 月 6 日（日）「3
人のミューズのコンサート」が開催された「小
畔のかっぱカフェ」、同年 9 月 10 日（木）「歌
声喫茶」イベントが行われた「小畔のかっぱカ
フェ」、同年 9 月 17 日（木）川越市霞ヶ関北社
会福祉協議会主催の食事会が行われた「霞ヶ関
北公民館」で、合計 103 の回答を得た。 
 
3-3 回答者の属性
回答者属性は、男性 24.3％、女性 70.8％であ
り（図 2）、年齢別にみると、60 歳未満 4.9％、
60歳代21.4％、70歳代52.4％、80歳以上18.4％
である。（図 3） 
 
図 2 性別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 年齢別 
 
3-4 アンケート結果
① 高齢者の健康状態
内閣府『平成27年版高齢社会白書（全体版）』
の健康に関する記述をみると、高齢者の半数近
くが何らかの自覚症状を訴えているものの、日
常生活に影響がある人は全体の 25.8％となっ
ている。日常生活への影響を内容別にみると、
起床や衣服着脱、食事、入浴といった「日常生
活動作」に影響を感じている人は全体の 11.9％、
ついで「外出」に影響を感じている人が全体の
11.8％と高くなっている。 
また、内閣府『平成 26 年高齢者の日常生活
に関する意識調査』によれば、実際に外出の頻
度を尋ねると、「ほとんど毎日」が 40.0％と最
も高く、次いで、「週に２～３日」24.3％、「週
に４～５日」19.4％などの順となっている。 
霞ヶ関北地区でのアンケート調査では、外出
先での調査ということもあり、普段から外出し
ている高齢者が多かった。「毎日」が 48.5％、「週
に 5～6 日」が 20.4％、「週に 3～4 日」が 24.3％、
「週に 1～2 日」が 6.8％となっている。 
年齢別にみても、80 歳以上の高齢者でも、頻
繁に外出していることがわかる。（図 4） 
 
図 4 年齢別外出の頻度 
 
② 高齢者の地域社会への参加
内閣府『高齢者の地域社会への参加に関する
意識調査xvi』によると、60 歳以上の高齢者のう
ち 61.0％が、なんらかのグループ活動に自主的
に参加したことがあるといい、これは 20 年前
の 1993 年に比べ、18.7 ポイント増加している
という。具体的な活動についてみると、「健康・
スポーツ」（33.7％）、「趣味」（21.4％）、「地域
行事」（19.0％）の順となっている。 
霞ヶ関北地区におけるアンケートでも、参加
したことのあるイベントについて複数回答して
もらったところ、ミニコンサート会場と歌声喫
茶会場で調査したため、その 2 つが多いのは当
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21.4％、70歳代52.4％、80歳以上18.4％である。（図 
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　② 高齢者の地域社会への参加
　内閣府『高齢者の地域社会への参加に関する意
識調査xvi』によると、60 歳以上の高齢者のうち
61.0％が、なんらかのグループ活動に自主的に参
加したことがあるといい、これは 20 年前の1993 
年に比べ、18.7 ポイント増加しているという。具
体的な活動についてみると、「健康・スポーツ」
（33.7％）、「趣味」（21.4％）、「地域行事」（19.0％）
の順となっている。
　霞ヶ関北地区におけるアンケートでも、参加し
たことのあるイベントについて複数回答しても
らったところ、ミニコンサート会場と歌声喫茶会
場で調査したため、その2 つが多いのは当然であ
るが、それ以外でも、趣味の仲間などの集まりや、
小畔のかっぱカフェでお茶やおしゃべり、夏祭り
参加など、さまざまなイベントに参加しているこ
とがわかる。（図 5） 
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さらに、地域活動への参加頻度を尋ねたとこ
ろ、週に 1 回以上参加していると答えた人が全
体の 39.2％となっている。（図 6） 
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内閣府『高齢者の地域社会への参加に関する
意識調査xvii』によると、地域社会の活動に参加
したことはないと答えた人に、どんなきっかけ
があれば参加するかと尋ねたところ、「友人、仲
間のすすめ」が 26.4％で最も高く、以下、「個
人の意思（問題意識や解決したい課題をもつこ
と）」 14.1％、「自治会、町内会の誘い」 13.0％
などとなっている。このことからも、友人との
つながりや自治会の活動が重要であることがわ
かる。 
 
③ 食生活に関する分析
2 節で述べたように、高齢者の栄養不足の問
題から、今回のアンケートには「肉、魚、卵、
牛乳、大豆、緑黄色野菜、海藻類、いも類、果
物、油脂の 10 の食品群のうち、毎日４品目以
上の食品を摂っていますか」という質問項目を
設けた。回答は「摂れている」、「まあまあ摂れ
ている」、「あまり摂れていない」、「全く摂れて
いない」の 4 項目から選んでもらったが、結果
は「摂れている」が 61.1％、「まあまあ摂れて
いる」が 34.0％であり、95.1％が栄養摂取に問
題 が な い と い う 回 答 に な っ た 。
（
図 7） 
図 7 食品 4 品目以上の摂取 
 
イベントに参加するなど、積極的に地域の
人々とのコミュニケーションを図っている高齢
者の栄養摂取が高いことは、岩間の研究結果xviii
からもあきらかなのであるが、それにしてもこ
43 
41 
30 
24 
20 
12 
7 
5 
15 
0 50
ミニコンサートや演奏会な
どの観覧
歌声喫茶
趣味の仲間などの集まり
かっぱカフェでお茶やお
しゃべり
夏祭り
教室や演奏会の主催者、先
生、演者として
絵手紙教室や手話教室など
の生徒として
古本市やのみの市などイベ
ントのスタッフとして
その他
（人）
週2回以上
27.8%
週に1回
11.4%1ヶ月に2～3回
25.3%
1ヶ月に1回
19.0%
2～3ヶ月に1回
7.6%
半年に1回
3.8%
1年に1回
3.8%
ほとんど参加
しない
1.3%
N=79
摂れてい
る
61.1%
まあまあ摂
れている
34.0%
あまり摂れていない
2.9%
全く摂れていない
1.0% 無回答1.0%
N=103
摂れてい
る
61.1%
まあまあ摂
れている
34.0%
あまり摂れていない
2.9%
全く摂れていない
1.0% 無回答1.0%
N=103
　さらに、地域活動への参加頻度を尋ねたところ、
週に1 回以上参加していると答えた人が全体の
39.2％となっている。（図 6） 
　内閣府『高齢者の地域社会への参加に関する意
識調査xvii』によると、地域社会の活動に参加した
ことはないと答えた人に、どんなきっかけがあれ
ば参加するかと尋ねたところ、「友人、仲間のす
すめ」が 26.4％で最も高く、以下、「個人の意思（問
題意識や解決したい課題をもつこと）」 14.1％、
「自治会、町内会の誘い」 13.0％などとなってい
る。このことからも、友人とのつながりや自治会
の活動が重要であることがわかる。
　③ 食生活に関する分析
　2 節で述べたように、高齢者の栄養不足の問題
から、今回のアンケートには「肉、魚、卵、牛乳、
大豆、緑黄色野菜、海藻類、いも類、果物、油脂
の10の食品群のうち、毎日４品目以上の食品を
摂っていますか」という質問項目を設けた。回答
は「摂れている」、「まあまあ摂れている」、「あま
り摂れていない」、「全く摂れていない」の4 項目
然であるが、それ以外 も、趣味の仲間などの
集まりや、小畔のかっぱカフェでお茶やおしゃ
べり、夏祭り参加など、さまざまなイベントに
参加していることがわかる。（図 5） 
 
図 5 地域活動への参加 
 
さらに、地域活動への参加頻度を尋ねたとこ
ろ、週に 1 回以上参加していると答
体の 39.2％となっている。（図 6） 
 
図 6 地域活動への参加頻度 
 
内閣府『高齢者の地域社会への参加に関する
意識調査xvii』によると、地域社会の活動に参加
したことはないと答えた人に、どんなきっかけ
があれば参加するかと尋ねたところ、「友人、仲
間のすすめ」が 26.4％で最も高く、以下、「個
人の意思（問題意識や解決したい課題をもつこ
と）」 14.1％、「自治会、町内会の誘い」 13.0％
などとなっている。このことからも、友人との
つながりや自治会の活動が重要であることがわ
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xvi   内閣府『平成 26 年度 高齢者の日常生活に関する意識調査結果（全体版）』http://www8.cao.go.jp/kourei/ishiki/h26/
sougo u/zentai/index.html 、最終アクセス日 2015年 9 月 28 日。 
xvii 内閣府『平成 26 年度 高齢者の日常生活に関する意識調査結果（全体版）』
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の回答は高水準であり、霞ヶ関北地区の住民の
健康意識の高さには驚かされた。 
本来であれば、「摂れている」、「まあまあ摂れ
ている」と「あまり摂れていない」、「全く摂れ
ていない」に分かれる要因を明らかにすべきと
ころであるが、今回の調査では「摂れている」
と「まあまあ摂れている」に回答が集中したた
め、ここでは「摂れている」と「まあまあ摂れ
ている」を差があると捉え、クロス集計を行っ
た。 
 
図 8 外出頻度と食品 4 品目以上の摂取 
 
図 9 イベントへの参加頻度と食品4品目以上
の摂取 
 
外出頻度と食品 4 品目以上の摂取は、外出頻
度の多い層の方が、栄養摂取ができている傾向
がある。（図 8） 
イベントへの参加頻度と食品 4品目以上の摂取
は、N 値が少ないため結果が有効であるとはい
いがたいが、それでもより多くイベントに参加
している層のほうが、栄養摂取ができている傾
向がある。（図 9） 
 
④ 情報と ICT の利用状況に関する分析
内閣府「高齢者の日常生活に関する意識調査」
（平成 26 年）xixによれば、高齢者のもっとも
欲しい情報は、「健康づくり」41.1％、「年金」
30.3％、「医療」26.0％、「趣味、スポーツ活動、
旅行、レジャー」22.6％などとなっているが、
その入手先は、「テレビ」79.0％が最も高く、次
いで、「新聞（タウン誌を含む）」63.8％、「家族」
38.2％、「友人、近所の人」28.9％であり、「イ
ンターネット、携帯電話」は 15.8％である。 
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なった 。
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xviii   岩間、前掲書。 
xix 内閣府「高齢者の日常生活に関する意識調査」（平成 26 年） 
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療」26.0％、「趣味、スポーツ活動、旅行、レジャー」
22.6％などとなっているが、その入手先は、「テ
レビ」79.0％が最も高く、次いで、「新聞（タウ
ン誌を含む）」63.8％、「家族」 38.2％、「友人、近
所の人」28.9％であり、「インターネット、携帯
電話」は15.8％である。
　霞ヶ関北地区のアンケートでも、情報入手先と
して最も多いのは「テレビ」79.1％と「新聞」 
71.4％であるが、「インターネット、携帯電話、
スマートフォン」は28.6％と、比較的高い数値と
なった。（図 10）
　また、内閣府「高齢者の日常生活に関する意識
調査」（平成 6 年）によれば、高齢者のインター
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ネットや携帯電話、スマートフォンの利用は、「積
極的に利用している」9.7％、「たまに利用してい
る」16.4％、「あまり利用していない」 12.6％、「全
く利用していない」54.6％となっている。
　霞ヶ関北地区におけるアンケート調査では、全
体では「積極的に利用している」23.5％、「たま
に利用している」14.1％となっており、霞ヶ関北
地区の住民の情報端末の使用度が高いことがわか
る。年齢別にみると、「積極的に利用している」
と答えた「60 歳代」は42.1％、「70 歳代」でも
21.7％にのぼる。（図 11）  
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図 11 年齢別にみたインターネット、携帯電
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に参加している人たち、つまりソーシャル・キャ
ピタルを十分に享受している人たちに偏っていた
ため、霞ヶ関北地区全体の評価をするには至らな
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　しかし、自治会等が行う地域コミュニティ活動
に参加している住民の栄養摂取状態は明らかに良
く、したがって、地域コミュニティ活性化がフー
ドデザート問題の解決につながるという説を強力
にプッシュする結果にはなったと考える。
　岩間は、フードデザート対策の成功のポイント
を、地域住民との結びつき、営利ではない目的の
設定、採算性の確保、ボランティア組織の運営、
地域住民と小売企業と行政の連携に求めており
xx、霞ヶ関北自治会の活動は、このポイントを一
定程度以上満たしていると って良い。
　しかし 総務省「今後の都市部におけるコミ 
ュニティのあり方に関する研究会報告書」2014年
3 月xxi」によれば、住民の価値観やライフスタイ
ルが多様化している都市部では、既存の自治会・
町内会だけでは地域全体への対応が困難になって
いるという。したがって、都市部では新たな地域
コミュニティの担い手として、地域活動に取り組
む NPO や、専門性を活かした活動を行う団体、
企業、福祉施設などの多様な主体が必要となる。
すでに自治会が提供している、コミュニティカ
フェやお手伝いサービスのような場だけでなく、
今後は SNS 等を介して作られるネットワーク
や、自治会とは違った形で地域を支えるグループ
等で、地域活動をさらに活性化させていくことも
重要であろう。
　地域コミュニティの評価は、これら様々な団体
の評価も必要であり、そこには総合情報学部の地
域プロジェクト演習などのような、大学のカリ
地域コミュニティの評価基準 －埼玉県霞ヶ関北自治会の取り組みをもとに－
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キュラムも関わることができると考えている。
　また、地域コミュニティ活動に参加している高
齢者の、インターネットや携帯電話、スマートフォ
ンといった情報端末の使用度の高さが明らかに
なった。今回の調査だけでは、情報端末の使用度
の高さが、コミュニティへの参加頻度に影響を及
ぼしているかどうかを明らかにすることができ
ず、コミュニティ評価の基準として、情報端末の
使用度の高さが有効であると示すことはできな
かった。今後の課題として、高齢者のICT 利用と、
地域コミュニティの関連を明らかにすることがあ
げられる。
xx   岩間、前掲書、pp168-171。 
xxi 総務省「今後の都市部におけるコミュニティのあり方に関する研究会報告書 2014 年 3 月」 http://www.soumu.go.jp/
　main_content/00028 3717.pdf 、最終アクセス日 2015 年9月 28 日。
　今回の調査は、アンケートの母集団の偏りもあ
り、課題の多く残るものとなったが、住民のつな
がりの強さ、自治会活動の多様さ、栄養摂取状況
の良好さ、ICT 利用度の高さを地域コミ ュニティ
の評価基準として提案するために、今後も調査を
続けていきたい。
